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キンメダイの資源管理に関する研究 
（我が国周辺漁業資源調査） 
（予算区分 交付金 研究期間 平成１５～１８年度） 

水産試験場伊豆分場 
 

【研究の背景とねらい】 
関係都県（千葉、東京、神奈川、高知）や中央水産研究所と連携してキンメダイの資源状態

の把握や資源生態に関する調査を行い、広域な資源管理を行うための知見の集積を図ります。 
 

【研究成果】 
平成 18 年は、伊豆東岸では単位努力量あたり漁獲量（CPUE）は前年を上回りましたが、

伊豆諸島周辺では下回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究成果の普及方法】 
普及事業の中で引き続き調査を行い、逐次その成果を普及指導します。 

（作成 平成１９年３月） 

第6図　沖合漁場の漁獲量と１航海あたり漁獲量

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

55年 58年 61年 1年 4年 7年 10年 13年 16年

漁
獲
量
　
ﾄ
ﾝ

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

C
P
U
E
　
ﾄ
ﾝ

水揚量

CPUE

第1図　伊東市場の漁獲量と１航海あたり漁獲量

0

20

40

60

80

100

120

140

160

50年 53年 56年 59年 62年 2年 5年 8年 11年 14年 17年

漁
獲
量
　
ﾄ
ﾝ

0

10

20

30

40

50

60

C
P
U
E
　
㎏

水揚量

CPUE

立縄漁業による漁獲量（伊東）と CPUE 

底立はえ縄漁業漁業による漁獲量（下田）と CPUE 


